












入
れ
歯
を
は
め
て
う
ま
く
か
め
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
練

習
が
必
要
で
す
。
ま
ず
、
入
れ
歯
に

慣
れ
よ
う
と
す
る
努
力
。
で
も
、
痛

か
っ
た
り
、
傷
つ
い
た
り
し
た
と
き

な
ど
は
、
主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
受
診
の
と
き
に
は
、
多
少
苦
痛

出品ぷ

で
も
一
日
前
か
ら
入
れ
歯
を
使
っ
て
、

当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
わ
か
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
入
れ
歯

は
、
入
れ
て
か
ら
の
練
習
と
根
気
よ

く
調
整
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
。

ポ
イ
ン
ト
①食
事
の
練
習

最
初
は
、
軟
ら
か
い
物
や
小
さ
く

切
っ
た
物
を
奥
歯
で
ゆ
っ
く
り
か
ん

で
く
だ
さ
い
。
入
れ
歯
の
前
歯
で
か

む
と
、

入
れ
歯
が
動
い
た
り
、

前
歯

部
の
粘
膜
ゃ
あ
ご
の
骨
に
負
担
が
か

か
り
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

浜
一
生

「
上
岡
市
海
の
家
」
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7
月
1
日
1
8
月
引
日

弁天島
能
生
浜

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
奥
歯
で
左
、
右

と
両
側
均
等
に
か
む
よ
う
に
。

ポ
イ
ン
ト
②
手
入
れ
法

入
れ
歯
は
、
正
し
い
手
入
れ
を
し

な
い
と
長
持
ち
し
な
い
ば
か
り
で
な

く、

汚
れ
て
独
特
の
い
や
な
臭
い
が

し
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
口
の
中
が

赤
く
な
り
炎
症
を
お
こ
し
て
き
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
毎
食
後
必
ず

入
れ
歯
を
は
ず
し
て
洗
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
残
っ
て
い

る
歯
も
き
ち
ん
と
磨
く
習
慣
を
。

「海の家」料金と利用時間

利用料金 利用時間

飯
宿泊

大人4，300円 子ども4，000円
午後l時~

( 2食付) 翌日午前10時
回
日帰り 午前10日寺~

屋
(食事なし)

大人 800円 子ども 600円
午後4時

ま宿泊 翌日

るきヲゅ ( 2食付) 大入札200円 子ども3，900円 正午~ 午前10時

日帰り 午前6時~午後5時
(食事なし) 大人 600円子ども 400円 (浜茶屋利用です)

ポ
イ
ン
ト
③

寝
る
と
き
は

主
治
医
の
指
示
が
な
い
限
り
、

寝
る
と
き
は
入
れ
歯
を
は
ず
し
、

水
に
浸
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

入
れ
歯
の
汚
れ
は
、
カ
ン
ジ
ダ

と
い
う
真
菌
(
カ
ビ
の
一
種
)

が
主
体
。
こ
れ
が
義
歯
性
口
内

炎
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

あ
ご
が
疲
れ
る
と
き
は
、
畳
間

入
れ
歯
を
は
ず
す
こ
と
も
・
・
0

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課

(
内
線
1
3
7
6
)

超過時間については、害IJり増し料金となることもあります。

マ
申
し
込
み
①
宿
泊
、
日
帰

り
と
も
電
話
で
直
接
予
約
を
。

(
七
月
下
旬
i
八
月
上
旬
は
利

用
者
が
集
中
し
ま
す
)
②
予
約

取
り
消
し
の
場
合
も
、
早
め
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
「
ま
る
き
ゅ
う
」
を
日

帰
り
で
利
用
す
る
場
合
は
、
直

営
の
浜
茶
屋
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
利
用

券
を
生
活
環
境
課
、
各
支
所
、

各
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(
内
線

1
3
9
0
)

利
用
し
て
ね
・
・
・
猿
飛
く
ん

/

・

勺

/話
/
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央
公
、
創
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館
に
も

/AR・/
/
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/

 

七
月
一
日
か
ら
、
デ
ー
タ
通
信
の

「
上
回
情
報
局
猿
飛
く
ん
」
の
端
末

機
が
、
中
央
公
民
館
と
創
造
館
に
増

設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猿
飛
く
ん
は
、
昨
年
十
一
月

に
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
当
初
よ
り

身
近
な
情
報
を
提
供
し
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
端
末
機
は
上
田
市
役

所
、
J
R
上
田
駅
、
ほ
て
い
や
上
田

庖
の
三
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
も
っ
と
身
近
な
場
所
に
も
設

置
し
て
ほ
し
い
と
の
声
に
こ
た
え
、

二
か
所
増
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。猿

飛
く
ん
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は
、

「
あ
な
た
の
運
勢
」
「
上
小
観
光
案
内
」

な
ど
で
す
が
、
今
後
も
よ
り
身
近
で
、

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
企
画
課

(
内
線
1

2
2
2
)
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‘北国街道に江戸時代の旅姿は

似合います(常田で)

Trかこ。」も出演(柳町で)

;i:J 

~':\ 

池袋も

足どり軽く北国街道
江戸時代の旅姿で歩く「北国街道を歩こう会」

が 5月29日、聞かれました。約 200人の一行は、

まず東部町・海野宿を出発。上田市に入ってから

は大屋、堀を経て科野大宮杜で昼食、柳町では茶

屋の接待や酒蔵コ ンサー トも聞かれました。さら

に紺屋町、塩尻などを通り終点の坂城町・会地早

雄神社まで、全員が足どり軽 〈歩きました。

道路が泣いていますよ/

市では 5月29日、各自治会の協力により、道路

沿いに投げ捨てられた空き缶などを回収しました。

この日は、市職員も浅間山ろく広域農道(=写真)

と国道 144号線で空き缶などを回収。この 2路線

でトラ ック4台分のゴミが集まり、まだまだモラ

ルの低いことをうかがわせました。

生
活
の
す
べ
て
に
安
全
を
||

七

川
月
一
日
は
「
国
民
安
全
の
日
」
で
す
o

'
生
活
を
お
び
や
か
す
交
通
事
故
、

川
労
働
災
害
、
火
災
、
水
難
、
公
害
、

川
学
校
災
害
、
家
庭
内
の
事
故
な
ど
が

仙
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
数
多
く
発

州
生
し
て
い
ま
す
。

川
七
月
一
日
は
、
こ
う
し
た
事
故
や

蜘
災
害
を
ど
う
し
た
ら
防
ぐ
こ
と
が
で

叩
き
る
か
考
え
、
そ
し
て
実
行
す
る
日

川
で
す
。
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
は
安

仙
全
で
す
か
。
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

…
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
キ
ャ
ン
プ
の

参
加
者
を
募
集

す
ば
ら
し
い
自
然
の
中
、
仲
間
と

川
協
力
し
手
作
り
の
テ
ン

ト
を
作
り
、

川
火
を
お
こ
し
、
食
事
を
つ
く
る
、
サ

川
パ
イ
パ
ル
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

マ
と
き
八
月
五
日
働
か
ら
同
七

川
日
目
マ
と
こ
ろ
菅
平
高
原
十
ノ

蜘

原

マ

資

格

①

上

田

地
域

の
小
学

叩
生

(男
子
)
五
、
六
年
で
本
人
の
参

川
加
意
志
が
あ
る
こ
と
②
健
康
で
あ
る

仙
こ
と
③
事
前
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ

ン

叫
に
親
子
で
参
加
で
き
る
こ
と
マ
参

川

加

費

四

千

円

マ

募

集

人

員

三

川
十
人

・
申
し
込
み
六
月
三
十
日

7
月
1
日
は

(8) 

「国
民
安
全
の
日
」
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完成直後の

北小学校

~ 

色どりあざやか…うっとり

恒例のきっき展が 5月27日から 6月2

日まで、観光会館で聞かれました。上田

さっき会の主催で 約 170点の作品を展

示。訪れた市民や観光客らは、みごとな

イ乍品にたんのうしていました。

企
当
時
と
し
て
は
、
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク

な
近
代
的
校
舎

4

司
現
在
の
三
代
目
校
舎

まだまだ勉強、楽しいぞ!

5月31日、高齢者学園の入学式が高齢

者福祉センターで開催されま した。 今年

で 8回目を迎えた同学園。今までにたく

さんの卒業生を送ってきま した。 今 回は、

一般教養科、専攻科あわせて 157人が入

学。生徒一人ひとりの目が輝いて、 印象

自句て。した。

提供者

八木もと子さん

( 43歳・金井)

周
囲
に
映
え
た

「
オ
シ
口
イ
学
校
」

昭
和
三
年
、
近
代
的
な
北
小
学
校

の
校
舎
が
完
成
、
そ
の
と
き
の
全
景

写
真
で
す
。
校
舎
は
洋
館
風
で
、
正

面
か
ら
見
る
と
左
右
対
象
。
当
時
の

子
ど
も
た
ち
は
「
オ
シ
ロ
イ
学
校
」

と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
白
く
て

き
れ
い
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

太
郎
山
の
「
指
さ
し
ゴ

l
ロ
」
も
右

一
閃
ま
で
に
上
田
青
年
会
議
所
(
合
⑫

川

5
0
7
4
)
へ。

ー

第

叩

団長
野
大
学
公
開
講
座

マ
と
き
六
月
二
十
五
日
出
午
後

伽

一

時

三

十

分

マ

と

こ

ろ

長

野

大

叩
学
五
号
館
(
視
聴
覚
教
室
)
マ
テ

I

M

マ
地
域
の
情
報
化
に
今
な
に
が
求

山

め

ら

れ

て

い

る

か

マ

受

講

料

無

叩

料

・

問

い

合

わ

せ

長

野

大

学

公

川
開
講
座
事
務
局
包
⑧
2
3
5
0

上
に
見
え
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
わ
た
し
の
祖
父
が

保
管
し
て
あ
っ
た
も
の
。
祖
父
は
、

大
正
十
四
年
に
山
形
県
庁
か
ら
上
田

市
役
所
へ
設
計
技
師
と
し
て
奉
職
。

二
代
勝
俣
市
長
の
と
き
で
す
。
市
長

は
、
体
育
施
設
や
公
園
整
備
対
図
書

館
の
充
実
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
祖
父
も
設
計
の
専
門
家

と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
上
田
橋
、
市
営
運
動

場
(
球
場
、
陸
上
競
技
場
)
、
二
の
丸

橋
の
完
成
記
念
写
真
が
あ
り
ま
す
0

・
お
貸
し
く
だ
さ
い

昔
の
上
田
の
姿
が
よ
く
わ
か
る
写

真
を
秘
書
課
ま
で
ご
一
報
を
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

国 1
保 7
新の日
し保ケ
<険つ
な証
りが
ま
す

現
在
の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

は
、
六
月
三
十
日
に
有
効
期
限
が
到

来
し
ま
す
。

七
月
一
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
日
ま
で

に
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
保
険
証
は
七
月
一

日
以
後
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

マ
国
保
協
力
会
に
加
入
の
か
た

国
保
協
力
会
を
通
じ
て
お
届
け
し

ま
す
。
現
在
の
保
険
証
と
引
き
替
え

で
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
国
保
協
力
会
に
未
加
入
の
か
た

新
し
い
保
険
証
は
郵
送
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
は
、
同
封
の
「
返
信

用
封
筒
」
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

マ
手
も
と
に
届
い
た
ら
確
認
を

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住

所
や
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
の
名

ド
前
や
人
数
な
ど
に
誤
り
が
な
い
か
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

マ
届
か
な
い
場
合
は
:
・

国
保
年
金
課
(
内
線

1
3
6
1
1

1
3
6
3
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。住

宅
建
設
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

市
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る
か

た
に
、
建
築
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

マ
対
象
者
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
人
①
市
内
に
自
分

の
住
む
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築

す
る
人
②
す
で
に
建
設
に
必
要
な

敷
地
の
あ
る
人
、
ま
た
は
土
地
と
新

築
住
宅
を
同
時
に
購
入
す
る
人
③

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人
④

前
年
分
所
得
が
四
百
五
十
万
円
以
下

の
人
(
給
与
所
得
者
の
場
合
は
総
収

入
が
六
百
二
十
一
万
六
千
六
百
六
十

五
円
以
下
)
※
前
年
分
所
得
と
は
、

前
年
分
総
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
い
た
額
で
す
。
⑤
借
入
金
(
公

庫
な
ど
ほ
か
の
資
金
を
含
む
)
の
年

間
返
済
元
利
合
計
額
が
、
前
年
分
所

得
(
将
来
と
も
同
居
す
る
家
族
の
収

入
も
含
む
)
の
三
三
%
以
内
で
あ
る

こ
と
。
マ
申
込
期
間
六
月
二
十
日

間
か
ら
七
月
二
十
日
附
マ
貸
付
金

額
五
十
万
円
以
上
二
百
万
円
以
下

マ

貸

付

利

率

五

・

四

%

マ

返

済

期

間

十

五

年

以

内

マ

返

済

方

法

元
利
均
等
毎
月
払
い
・
申
し
込
み

管
理
課
住
宅
係
(
内
線

1
5
0
4
)

働
く
婦
人
の
家

ビ
ジ
ネ
ス
実
技
の

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
婦
人
就

業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、

次
の
と
お
り
ビ
ジ
ネ
ス
実
技
技
術
講

習
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
と
き
七
月
二
十
五
日
開
か
ら

九
月
十
三
日
閃
ま
で
の
十
九
日
間
(
毎

週
月
・
火
・
木
・
金
で
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時
)
マ
と
二
ろ
働
く
婦

人
の
家
、
上
田
技
術
専
門
校
マ
受

講

料

無

料

(
た
だ
し
教
材
費
約
二
川

千
円
必
要
)
マ
定
員
二
十
人
(
応
川

募
多
数
の
と
き
は
抽
選
)
マ
内
容

就
業
に
必
要
な
知
識
と
技
術
の
講
習
川

(
販
売
、
ワ
ー
プ

ロ
)
マ
申
し
込
み
川

六
月
二
十
日
川
か
ら
同
三
十
日
嗣
ま
川

で
に
、
働
く
婦
人
の
家
(
宮
②
2
9
川

8
8
)
、
上
小
地
方
事
務
所
厚
生
課
(
宮
…

⑫

1
2
6
0
)
、
上
回
公
共
職
業
安
定
~

所
(
包
⑫
6
3
6
3
)
の
い
ず
れ
か
〈

へ
印
鑑
持
参
で
直
接
出
向
い
て
く
だ

い

さ
い
。

へ

-

上
田
創
造
館
で
親
子
映
画
会
一

圃
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
L

一

マ
と
き
六
月
二
十
六
日
日
午
前
〉

十
時
、
午
後
一
時
、
午
後
三
時
の
三
川

回

マ

と

こ

ろ

上

田

創

造

館

文

化

川

ホ
ー
ル

マ

定

員

各

回

と

も

五

百

川

人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
)

マ
そ
の
他
①
中
学
生
以
下
は
保
護
い

者
同
伴
で
②
直
接
会
場
で
受
け
付
け
~

ま

す

・

問

い

合

わ

せ

同

館

(

宮

川

⑧
1
1
1
1
)

へ
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今月の納税

納期限は6月30日休)です。

第 1期

よろしくお願いします。

-収税課(内線1304)

市県民税

ーア月の相談日-
①農地問題相談 bとき… 7月1日樹午前8時

30分から午後 5時 bところー・農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき…

7月8日働・ 22日幽いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 じ>ところ…本庁舎3階 b予約

先…生活環境課(内線1388) 

③土地・建物の法律相談 [>とき… 7月14日(木)

午後 1時から 4時 bところ…西庁舎2階



家
庭
教
育
標
語
を

募
集
し
ま
す

子
ど
も
の
人
格
形
成
の
基
本
は
、

家
庭
教
育
に
あ
り
、
そ
の
本
質
は
子

ど
も
を
愛
情
も
っ
て
し
つ
け
、
一
人

前
の
人
間
と
し
て
社
会
に
送
り
出
す

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
家
庭
教

育
の
大
切
き
を
教
え
る
標
語
を
、
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
、
「
干

3
8
6

上
田
市
大
手
一
一
一
l
l

主

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
に
こ
協
力
を
!

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
恐
る

べ
き
繁
殖
力
で
、
一
年
に
二
千
倍
に

も
増
え
る
緑
の
大
敵
で
す
。

発
生
は
、
一
化
期
(
六
月
上
旬
1

七
月
中
旬
)
と
二
化
期
(
八
月
中
旬

i
九
月
中
旬
)
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

〉

一
六
上
田
市
教
育
委
員
会
青
少
年

課
」
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
(
一
人

一
1
二
点
)。

マ
期
間
六
月
二
十

日
円
か
ら
同
三
十
日
同
ま
で
マ
そ

の
他
採
用
作
品
は
、
七
月
の
非
行

防
止
強
調
月
間
に
あ
わ
せ
、
室
内
掲

示
用
と
し
て
全
戸
に
配
布
し
ま
す
0

・
問
い
合
わ
せ
青
少
年
課
(
内
線

1
7
3
2
)
 

-
E 

z 

z 
z 
z 
z 
a畠

-
防
除
は
:
・

早
期
発
見
が
大
切
。
巣
を
発
見
し

た
ら
焼
く
か
、
踏
み
つ
ぶ
し
ま
し
ょ

う
。
発
見
が
遅
れ
木
全
体
に
広
が
っ

た
場
合
、
農
薬
を
使
用
し
ま
す
。

な
お
、
自
治
会
で
計
画
的
に
実
施

す
る
共
同
防
除
の
み
に
つ
い
て
、
市

で
は
防
除
機
の
貸
し
出
し
、
農
薬
の

無
償
配
布
(
必
要
限
度
)
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
有
料
で
業
者
委
託

に
よ
る
薬
剤
散
布
も
行
う
予
定
で
す
。

早
期
発
見
、
早
期
防
除
を
徹
底
し

美
し
い
緑
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
農
林
課
(
内
線
1

4
5
5
)
 

キ
ャ
ン
プ
の
つ
ど
い

参
加
者
を
募
集

須
坂
青
年
の
家
で
は
、
野
外
研
修

を
通
し
て
参
加
者
相
互
の
交
流
を
図

り
、
地
域
の
諸
活
動
に
取
り
組
む
仲

間
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
次
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
七
月
二
十
三
日
出
午
後

五
時
か
ら
二
十
四
日
日
午
後
三
時
ま

で

マ

と

こ

ろ

長

野

県

須

坂

青

年

の

家

マ

対

象

・

定

員

青

年

団

体

指
導
者
、
職
場
・
サ
ー
ク
ル
の
リ
ー

ダ
ー
、
勤
労
・
在
学
青
年
な
ど
五
十

z 
z 
z 

z 
z 
z 
z 

z 
z 
Z 
4 

z 
z 
z 
~ 

z 

Z 
4 

z 
z 
z 
~ 

z 
z 
z 

あ
き
地
の
雑
草

大

文

夫

?

あ
き
地
に
雑
草
が
繁
茂
す
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
不
法
投
棄
や
災
害
を
誘
発

し
た
り
、
ネ
ズ
ミ
・
へ
ビ
、
蚊
・
ハ

エ
の
発
生
源
と
な
り
ま
す
。
健
康
に

も
影
響
が
で
ま
す
。
ま
た
、
美
観
を

そ
こ
ね
る
こ
と
に
も
・
:
。

所
有
者
の
皆
さ
ん
、
雑
草
を
刈
り

取
る
な
ど
し
て
、
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
7
)

人
マ
内
容
キ
ャ
ン
プ
、
根
子
岳
川

登
山
な
ど
マ
費
用
二
千
五
百
円
山

・
申
し
込
み
は
が
き
に
氏
名
、
性

~

別
、
年
齢
、
住
所
、
勤
務
先
(
学
校
)
川
・
ゆ
ず
り
ま
す

を
記
入
の
う
え
、
七
月
十
六
日
出
ま
い
マ
洗
濯
機
無
料

で

に

左

記

へ

。

~

マ

低

学

年

用

自

転

車

(

女

子

)

無

料

干
3
8
6
1
2
2

須
坂
市
大
字
仁
川
マ
高
学
年
用
自
転
車
(
女
子
)
無
料

礼
字
峰
の
原
=
二
五
三
|
七
八
四
一
マ
低
周
波
健
康
器
具
無
料

長
野
県
須
坂
青
年
の
家
(
宮
⑬
3

0
川
マ
ド
ラ
ム
缶
五
百
円

1
7
)

…
マ
簡
易
池
無
料

〉
マ
金
庫
(
普
通
サ
イ
ズ
)
七
千
円

川
マ
電
気
オ
ル
ガ
ン
無
料

川
マ
足
踏
み
オ
ル
ガ
ン
無
料

川
マ
都
市
ガ

ス
用
ふ
ろ
一
式
無
料

ハ
マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ

ド

無

料

山
マ
掃
除
機
一
万
円

川
マ
バ
イ
ク
(
印
∞
)
無
料

川
マ
都
市
ガ

ス
用
オ
ー
ブ

ン

三

千

円

い
マ
都
市
ガ

ス
用
こ
ん
ろ
無
料

~
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

川
マ
電
気
冷
蔵
庫
マ
電
気
ミ
シ
ン

い
マ
剣
道
用
具
一
式
マ
天
体
望
遠
鏡

へ
マ
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
マ
自
転
車

川
マ
ホ

ッ
ト
カ

l
ラ

l

マ
編
み
機

〉
マ

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

マ
物
置

川
マ

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

マ

ベ

ビ

ー
カ
ー

川
マ

バ
イ
ク
(
卯
∞
)
マ
和
た
ん
す

川
マ
食
堂
用
戸
棚
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド

川
マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
マ
ベ
ビ
ー
か
ご

川
マ
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

~
・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

川
線

1
3
9
0
)

〉
「ご存じですか防災ミ二百科」

テレビ信州(TSB)で放映します

6/23・30、7/7・14・21・28⑧

防災の知識しっかり…-

午前11時25介から問30介

広報うえだ 63.6.16 .，Eaa 
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保健コーナー
保健予防課
(内線1374)

-ア月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時 -2時 。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の 中にある健康

診査票を記入してお持ちください。

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健 苦~t 実施日 対 象 児

7月 1日 63年 2月16日-2月29日生
4か月児

7月19日 63年 3月 1日-3月15日生

7月 7日 62年 8月16日-8月31日生
10か月児

7月26日 62年 9月 1日-9月15日生

7月6日 61年12月16日-12月31日生
1歳6か月児

7月27日 62年 1月 1日-1月15日生

3 
7月8日 60年 6月 1日-6月15日生

歳児
7月29日 60年 6月16日-6月30日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

川西社会福祉センター(川西地区)

63年 2月16日-3月15日生

62年 8月16日-9月15日生

61年12月16日-62年1月15日生

-ツベルクリン反応検査

BCG予防接種

じ〉対象者 ①昭和62年 4月 1日から63年 3月31日

までに生まれた子どもさん、 4歳未満でツベルク

リン反応検査を 1回も受けていない子どもきん。

② 4歳未満で、前回のツベルクリン反応検査では

陰性と判定されたが BCG接種を受けていない子

どもさん(ただし、 4歳以上で未接種の子どもき

んは、小学校 1年生のとき学校で実施します)

b持ち物 母子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳

の中にあります。会場にも用意しであります)

[>注意事項 ①赤ちゃん手帳の中に予防接種を受

ける前、 受けた後の注意事項がありますので、お

読みくだきし、。②麻しん(はしか)の予防接種を

受けた場合は 1か月間 日本脳炎予防接種を受け

た場合は 2週間を経過してからお受けください。

また、 BCG予防接種を受けた子どもさんは、 1

か月間ほかの予防接種は受けられません。

bその他 今回のツベルク リン反応検査の結果、

陽性・疑陽性者には再検査 を行し、ますので、該当

者は 8月 1日に再びツベルクリン反応検査をお受

けくださし、。

ツベルタリン反応検査、判定・ BCG接種目程表

県子 Zヱ』三 場 名
C 

対 象 地 灰

反 G 

/ 7 
ω/ 7 7 4 
三好町 会 館 城下

(火5) 川西社会福祉センター 川西

7 7 神川の一部(大屋・岩下・下

/ / 神 川地 区公民館 青す木 ・みすず台南・ み

6 8 
ず台北)

。)¥) l翁 塩田母子健康センター 中塩田・別所

東部 (踏入・泉町・上常国・

7 上田市保健セ ンタ ー
中常国・下常国・北常

7 回・材木町・常入)
/ / (市役所南庁合2階) 中央(横町・海野町・原町・
12 14 袋丸町・馬場町・田町手)・

堀町・木町・北大
(火) (木) 神川の一部(上青木・梅が丘・
神川地 区公 民館 久保林・黒坪・上堀沢)・

国分・下堀・上

上田市保健セ ンタ ー
南部(北天神町・南天神町・
泉平・松尾町・鷹匠町・

7 7 
(市役所南庁舎2階) 本町・末広町・大手町)

/ / 塩尻
13 15 神科の一部 (畑山・伊勢山・
(ノ，)¥) 倒 上野 が丘公 民館

rtl士見台・神科新屋・聖T
i1LjIJ!J竹・笹井・ 川原・岩門)
豊殿

北部 (上川原柳町・下川原柳
町・愛宕町・上鍛冶町・
鍛冶町・上新房山・ 下房

7 7 上田市保健セ ンター
山・柳町・ 回・上紺
屋町

/ / (市役所南庁舎2階) 西部 (下紺屋町・鎌原・西l協・
20 22 新町・諏訪部・生塚 ・

常磐町・緑が丘・新屋・

レ付 幽 緑が丘北・緑が丘西・
城北)

神科の一部(染屋・蛇沢・金
t野 が 丘 公 民館 jj:.・山口寺・大)久保・ 長

山・金剛

(/ 2火76 ) l/ 247 8 4 
川辺町 会 館 川辺・泉田

塩田母子健康センター 東塩田・西塩田

/ 8 
b/ 8 3 ぬ
上田市保健セ ンタ ー 再検臼(今回のツベルク リン

反応、が陽性 ・疑陽件.
例1) (市役所南庁舎2階) の人)

キ時間はいずれも午後1時30分----2時30分まで

相談日 受付時間 会場

自か神j地ìî~月山午前10 叩-11:30 久 保林公民館
6月27日(月) 午後 1:30-3:00 岩下公民館

区 7月1月幽 午前10: 00 -11 : 30 みすず台北第1集会所

7月11日開) 午後 1:30-3:00 下青木公民館

7月18日(月) 午後 1:30-3:00 国分公民館

8月1日(月) 午後 1:30-3:00 大屋公会堂

8月5日幽 午前10:00-11:30 みすず台北第1集会所

8月8日(月) 午後1:30-3:00 下青木公民館

岩下公民館

月 9月2日幽 午円リ10:00-11: 30 みすず台北第1集会所

~ Q月5日開) 午後 1:30-止 下青木公民館
月 9月12日(月) 午後 1:30-3:00 国分公民館

'-' I 9月20日伏) 午前10:00-11:30 みすず台南公民館

広報うえだ 63.6.16 [12] 


